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スケジュール  

 

受 付 開 始    9:30～  

 

開 会 の 挨 拶    10:0 0～ 10 :05   

 

会 長 挨 拶    10:0 5～ 10 :10   

 

口 演 発 表 1～ 3   10:1 5～ 11 :00   

 

特 別 講 演 ①    11:0 0～ 12 :00    

    

昼 休 み     12:0 0～ 13 :00    

 

理 事 会 ・ 評 議 員 会   12:1 0～ 12 :50 （ 新 潟 日 報 メ デ ィ ア シ ッ プ ６ 階 ） 

 

口 演 発 表 4～ 6   13:0 0～ 13 :45  

  

特 別 講 演 ②    13:5 0～ 14 :50   

 

ポ ス タ ー 発 表    15:0 0～ 16 :00  

  

口 演 発 表 7～ 9   16:0 0～ 16 :45  

  

口 演 発 表 1 0～ 1 2    16:4 5～ 17 :30  

 

次 年 度 年 会 会 長 挨 拶   17:3 0～ 17 :40    

              

閉 会 の 挨 拶    17:4 0～ 17 :50  

 

情 報 交 換 会    18:3 0～  （ 新 潟 日 報 メ デ ィ ア シ ッ プ ６ 階 ）  
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年会参加者各位へのご案内  

 

＜ 参 加 者 の 皆 様 へ ＞  

・  会 場 は 、 9 時 30 分 に 開 場 い た し ま す 。  

・  会 場 で は 配 布 の カ ー ド ケ ー ス に 参 加 証 を 入 れ 、 お 付 け く だ さ い 。 

・  当 日 参 加 申 込 み の 方 は 、 受 付 に て 参 加 申 込 を お 願 い し ま す 。  

・  喫 煙 は 、 定 め ら れ た 場 所 で お 願 い し ま す 。  

・  会 場 内 で 無 線 L A N（ イ ン タ ー ネ ッ ト ） を ご 使 用 い た だ け ま す 。  

・  無 線 L A N 使 用 時 の パ ス ワ ー ド は 当 日 お 知 ら せ い た し ま す 。  

 

＜ 情 報 交 換 会 ＞  

・  18 時 か ら 新 潟 日 報 メ デ ィ ア シ ッ プ 6 階 で 行 い ま す 。  

・  情 報 交 換 会 会 費 は 、 5, 000 円 で す 。  

・  当 日 受 付 も 可 能 で す 。 受 付 に お 申 し 出 く だ さ い 。  

  

＜ 会 場 内 で の ご 注 意 ＞  

・  会 場 内 で は 、 携 帯 電 話 は 、 電 源 を お 切 り い た だ く か 、 マ ナ ー モ

ー ド に 切 り 替 え て く だ さ い 。 ホ ー ル 内 で の 携 帯 電 話 で の 通 話 は

ご 遠 慮 く だ さ い 。  

・  広 報 用 に 本 学 会 の 模 様 を 撮 影 す る 場 合 が ご ざ い ま す 。 撮 影 に あ

た っ て は 、 個 人 情 報 に 十 分 注 意 し て 撮 影 い た し ま す 。 ご 理 解 の

程 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  
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発表に関するご案内  

 

＜ 座 長 の 方 へ ＞  

・  会 場 ご 到 着 の 際 は 、 受 付 に お 越 し く だ さ い 。  

・  ご 担 当 の 講 演 開 始 1 5 分 前 ま で に 次 座 長 席 に ご 着 席 く だ さ い 。  

・  会 場 右 前 方 に 座 長 席 を 設 け て お り ま す 。  

・  一 般 演 題 の 発 表 時 間 は 、 質 疑 応 答 を 含 め 、 演 者 （ ま た は 座 長 ）

の 交 代 時 間 を 含 め 1 5 分 （ 発 表 12 分 、 質 疑 応 答 3 分 ） と い た し

ま す 。  

・  発 表 時 間 に つ き ま し て は 、 以 下 の 要 領 で お 願 い い た し ま す 。  

  予 鈴 1 回 ： 発 表 終 了 1 分 前  

  予 鈴 2 回 ： 発 表 終 了 時  

  予 鈴 3 回 ： 質 疑 応 答 終 了 時  

・  各 演 題 の 進 行 は 、 座 長 の 先 生 に お 任 せ い た し ま す 。  

・  円 滑 な 進 行 に ご 協 力 く だ さ い 。  

 

＜ 口 演 発 表 の 方 へ ＞  

ご 発 表 開 始 前 ま で に 、 受 付 を お 済 ま せ く だ さ い 。  

受 付 の 際 に 発 表 デ ー タ を U S B に 保 存 し 、 お 持 ち く だ さ い 。  

ご 発 表 の 15 分 前 ま で に 会 場 左 前 方 の 次 演 者 席 へ お 越 し く だ さ い 。  

一 般 発 表 時 間 は 、質 疑 追 応 答 を 含 め 、演 者 交 代 時 間 を 含 め て 15 分（ 発

表 12 分 、 質 疑 応 答 3 分 ） で お 願 い い た し ま す 。  

  予 鈴 1 回 ： 発 表 終 了 1 分 前  

  予 鈴 2 回 ： 発 表 終 了 時  

  予 鈴 3 回 ： 質 疑 応 答 終 了 時  

・ 発 表 で 使 用 の パ ソ コ ン は 、 Wi n d o w s 1 0  M i c r o s o f t  O f f i c e  3 6 5 で す 。 

・ ご 講 演 中 は 、 ご 自 身 で パ ソ コ ン の 操 作 を お 願 い し ま す 。  

・ 万 一 の 機 材 ト ラ ブ ル に 備 え 、 デ ー タ の バ ッ ク ア ッ プ を 取 り 、 ご 持

参 く だ さ い 。  
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＜ ポ ス タ ー 発 表 の 方 へ ＞  

・  会 場 は 、 新 潟 日 報 メ デ ィ ア シ ッ プ 2 階  日 報 ホ ー ル で す 。  

・  午 前 中 に 所 定 の 場 所 に 掲 示 を お 願 い し ま す 。  

・  示 説 時 間 は 、 15 時 か ら 16 時 ま で で す 。  

・  示 説 時 間 中 は 、 ご 自 身 の ポ ス タ ー の 前 で 説 明 等 を 行 っ て 下 さ い 。 

・  ポ ス タ ー 用 紙 は 、A 0（ 幅  8 4.1  c m×高 さ 118. 9  cm  ）と な り ま す 。  

・  ご 自 身 の 演 題 番 号 の ス ペ ー ス を ご 使 用 く だ さ い 。  

・  ポ ス タ ー の 撤 収 は 、 18 時 ～ 18 時 20 分 に お 願 い し ま す 。  

・  撤 収 時 間 以 降 に 掲 示 さ れ て い る ポ ス タ ー は 、 事 務 局 で 対 応 い た

し ま す 。  

 

＜ 会 場 案 内 ＞   

新 潟 日 報 メ デ ィ ア シ ッ プ 2 階  日 報 ホ ー ル  

 

 

 

  

 

口演会場  

入

口 

入

口 

入

口 

入

口 

 

ポスター会場  

（ 一 部 を 除 き 机 ・ 椅 子 は ご ざ い ま せ ん ）  
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会場案内  

 

新 潟 日 報 メ デ ィ ア シ ッ プ  フ ロ ア ガ イ ド  

 

 

 

  

 

＜ 会 場 の ご 案 内 ＞  

・ 出 入 口 ： 1 階  

・ 学 会 会 場 ： 2 階  

・ 情 報 交 換 会 ： 6 階  

※ １ 階 に コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア 、  

 各 階 に 化 粧 室 が ご ざ い ま す 。  

 

 

（ 新 潟 日 報 メ デ ィ ア シ ッ プ 外 観 ）  
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プログラム  

 

受 付 開 始  9:30～  

 

開 会 の 挨 拶  10:0 0～ 10 :05     年 会 長  寺 田  弘  

 

会 長 挨 拶  10:0 5～ 10 :10     日 本 薬 史 学 会 会 長  折 原  裕  

 

口 演 発 表 1～ 3  （ 各 15 分 ）  1 0: 15～ 11 :0 0   

 座 長  森 本  和 滋 （ 国 立 医 薬 品 食 品 衛 生 研 究 所 ）  

       辰 野  美 紀 （ 順 天 堂 大 学 医 学 部 ）  

 

  Ｏ -1  日 本 初 の ブ リ ッ ジ ン グ 品 目 の 承 認 審 査 に つ い て  

○ 齋 藤  充 生 1 , 2， 林  譲 1， 矢 島  毅 彦 1  

（ 1  ヘ ル ス ヴ ィ ジ ラ ン ス 研 究 会 、 2 日 本 医 薬 情 報 セ ン タ ー ）  

 

  Ｏ -2  明 治 初 期 に 市 販 さ れ た 「 喘 息 煙 草 」 を 巡 る 史 的 考 察  

    小 清 水  敏 昌 （ 順 天 堂 大 学 医 学 部 医 史 学 研 究 室 ）  

 

  Ｏ - 3 石 見 銀 山 薬 石 「 無 名 異 」 の 製 法 ：「 水 篩 （ 水 飛 ・ 水 干 ）」 に

  つ い て  

成 田  研 一 （ 島 根 県 薬 剤 師 会  江 津 ・ 邑 智 支 部 ）  

 

特 別 講 演 ①  11:0 0～ 12 :00   

 「 サ ル フ ァ 剤 ： 忘 れ ら れ た 奇 跡 と そ の 影 響 」  

  小 林  力 （ 日 本 薬 科 大 学 教 授 ）     

  座 長  折 原  裕 （ 東 京 大 学 大 学 院 薬 学 系 研 究 科 ）  

 

昼 休 み   12:0 0～ 13 :00    

※ 事 前 申 込 時 に お 弁 当 を ご 注 文 の 方 は 、 受 付 に お 越 し く だ さ い 。  

 

理 事 会・評 議 員 会  12:1 0～ 12 :50  （ 会 場：新 潟 日 報 メ デ ィ ア シ ッ プ ６ 階 ）  
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口 演 発 表 4～ 6  （ 各 15 分 ）  1 3: 00～ 13 :4 5  

  座 長  小 清 水  敏 昌 （ 順 天 堂 大 学 医 学 部 医 史 学 研 究 室 ）  

        夏 目  葉 子 （ 日 本 薬 史 学 会 ）  

 

  O -4  緒 方 洪 庵 の 晩 年 期 使 用 薬 箱 ： 現 存 薬 品 の 特 性  

○ 髙 橋  京 子 1 , 2 , 3， 井 原  香 名 子 3,中 村  勇 斗 3  

（ 1 大 阪 大 学 共 創 機 構 ，2 総 合 学 術 博 物 館 ，3 大 学 院 薬 学 研 究 科 ）  

 

  O -5  近 代 医 ・ 薬 学 発 祥 史  第 15 報  化 学 ・ 薬 学 雑 誌 の 新 刊

 辰 野  美 紀 （ 順 天 堂 大 学  医 学 部 医 史 学 研 究 室 ）  

 

  O -6  新 潟 県 の 薬 学 史 （ 明 治 時 代 ）  

五 位 野  政 彦 （ 東 京 海 道 病 院 ・ 薬 ）  

 

特 別 講 演 ②  13: 50～ 14 :5 0   

 「 良 寛 さ ん に 学 ぶ  -心 身 医 学 の 立 場 か ら -」  

   櫻 井  浩 治 （ 新 潟 大 学 名 誉 教 授 ）  

   座 長  寺 田  弘 （ 新 潟 薬 科 大 学 ）  
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ポ ス タ ー 発 表   15 :00～ 1 6:0 0  

  P -1 日 本 発 バ イ オ 医 薬 品 の  

個 別 症 例 安 全 性 報 告 の 総 数 と そ の 年 次 変 化   

 ○ 小 林  哲 ， 森 本  和 滋 ， 柴 田  寛 子 ， 石 井  明 子  

（ 国 立 医 薬 品 食 品 衛 生 研 究 所  生 物 薬 品 部 ）  

  

  P - 2  老 舗 薬 局 に 保 管 さ れ て い た 医 薬 品 か ら 歴 史 的 考 察 （ そ の ３ ） 

○ 松 﨑  桂 一 1、 桐 生  直 明 2  

（ 1 日 本 大 学 薬 学 部 ・ 生 薬 学 研 究 室 、 2 有 限 会 社 岡 本 薬 局 ）  

 

  P -3 明 治 ・ 大 正 期 薬 業 界 に お け る 大 阪 薬 業 者 の 貢 献  

     安 士  昌 一 郎  

（ 法 政 大 学 イ ノ ベ ー シ ョ ン ・ マ ネ ジ メ ン ト 研 究 セ ン タ ー ）  

 

  P -4「 薄 荷 」 の 史 的 変 遷 に 関 す る 一 攷 察  

    風 岡  顯 良 （ 近 畿 大 学 薬 学 部 ）  

 

口 演 発 表 7～ 9  （ 各 15 分 ）  1 6: 00～ 16 :4 5  

  座 長  鈴 木  達 彦 （ 帝 京 平 成 大 学 ）  

        松 本  和 男 （ 京 都 大 学 化 学 研 究 所 ）  

 

   O - 7 ケ ン ブ リ ッ ジ の 薬 剤 師 E・ S・ ペ ッ ク の 生 涯 と 事 績   

− 薬 学 ・ 薬 史 学 ・ 郷 土 の 発 展 の た め に  −          

       柳 澤  波 香 （ 青 山 学 院 大 学 ・ 津 田 塾 大 学 ）  

 

   O - 8 レ プ ラ ・ ハ ウ ス （ L e p r o s e r i e） の 歴 史   

― フ ラ ン ス・ム ル ソ ー（ 1 142 年 以 前 創 設 ）か ら 長 島 愛 生 園

  （ 1 930 年 創 設 ） ま で 、 世 界 の ６ 施 設 を 見 学 し て  

    石 田  純 郎 （ 岡 山 大 学 医 学 部 ）  
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  O -9 イ ン ド の 薬 学 教 育 の 歴 史 に お け る  

バ ァ グ ワ ン  ダ ス  ミ グ ラ ニ ー の 功 績       

      夏 目  葉 子 （ 日 本 薬 史 学 会 ）  

 

口 演 発 表 1 0～ 1 2  （ 各 15 分 ）  1 6: 45～ 17 :3 0  

  座 長  松 﨑  桂 一 （ 日 本 大 学 ）  

        船 山  信 次 （ 日 本 薬 科 大 学 ）  

 

   O - 10 オ ラ ン ダ の 薬 剤 師 Ｈ ． ビ ュ ル ガ ー の わ が 国  

薬 学 史 上 の 意 義 に 関 す る 一 考 察   

    西 川  隆 （ 東 京 薬 科 大 学 ）  

 

   O - 11 日 本 に お け る ア ミ ノ 酸 ・ ペ プ チ ド ・ タ ン パ ク 系  

   化 粧 品 素 材 50 年 の 変 遷   

○ 荒 井 裕 美 子 1， 川 崎 元 士 2， 松 本 和 男 3  

（ 1 日 本 医 薬 情 報 セ ン タ ー ， 2 日 本 薬 史 学 会 ，  

3 京 都 大 学 化 学 研 究 所 ）  

 

   O - 12 我 が 国 発 バ イ オ 医 薬 品 の F D A と E M A で の  

承 認 の 有 無 に つ い て  

○ 森 本  和 滋 ， 小 林  哲 ， 柴 田  寛 子 ， 石 井  明 子  

（ 国 立 医 薬 品 食 品 衛 生 研 究 所 (N IH S) 生 物 薬 品 部 ）  

 

 

次 年 度 年 会 会 長 挨 拶   17: 30～ 1 7:4 0    

内 藤 記 念 く す り 博 物 館  森 田  宏  

 

閉 会 の 挨 拶      1 7: 40～ 17 :5 0  

日 本 薬 史 学 会 副 会 長  森 本  和 滋  

 

情 報 交 換 会      1 8: 30～ （ 会 場 ： 新 潟 日 報 メ デ ィ ア シ ッ プ ６ 階 ）  
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特別講演①  

 

 

サルファ剤：忘れられた奇跡とその影響  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林  力  

（日本薬科大学教授）  
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サルファ剤  : 忘れられた奇跡とその影響  

 

小 林 力  日 本 薬 科 大 学  

 

1935 年 、 ア メ リ カ は 本 土 と ハ ワ イ の 間 に 旅 客 輸 送 を 開 始 し 、 デ

ュ ポ ン が ナ イ ロ ン を 作 り 、 ド イ ツ は 初 の ア ウ ト バ ー ン 路 線 を 開 通 、

日 本 で は 理 研 に 原 子 核 研 究 室 が で き 、 海 軍 は 5 隻 目 の 空 母 と し て 蒼

龍 が 進 水 、 芥 川 賞 が 始 ま り 、 阪 神 タ イ ガ ー ス が 発 足 し た 。 物 理 、 工

学 方 面 の 科 学 、 ま た 文 化 は 今 と 同 じ よ う で あ る が 、 医 薬 の 点 で は 大

き く 異 な っ て い た 。  

天 然 物 由 来 の ア ス ピ リ ン や モ ル ヒ ネ は あ っ た が 、ア メ リ カ で は 婦

人 薬 に は リ デ ィ ア ・ ピ ン カ ム の 植 物 エ キ ス 、 腫 物 と 寄 生 虫 に は モ ー

ゼ 博 士 の イ ン デ ィ ア ン 根 丸 薬 、 糖 尿 病 や 認 知 症 に は 無 数 の 売 薬 が

堂 々 と 使 わ れ 、ラ ジ ウ ム 添 加 水 は が ん や 難 治 性 疼 痛 に 効 く と さ れ た 。

そ の 一 方 で 、 伝 染 病 は も ち ろ ん の こ と 、 産 褥 熱 、 戦 傷 、 切 り 傷 、 肺

炎 、 丹 毒 、 咽 頭 炎 な ど 、 常 在 菌 に よ る 感 染 で あ っ て も 高 熱 を 発 し 、

老 若 問 わ ず 、 し ば し ば 帰 ら ぬ 人 と な っ た 。 医 師 は ま と も な 医 薬 品 を

持 た ず 、 見 守 る だ け で 為 す す べ が な か っ た 。 感 染 症 に 対 し 、 人 類 は

縄 文 時 代 と 同 じ だ っ た 。  

１ ． 色 素 か ら 医 薬 品 へ  

20 世 紀 に な っ た こ ろ 、 コ ッ ホ の 弟 子 、 エ ー ル リ ヒ は 色 素 が 細 菌

を 選 択 的 に 染 め る の を 見 て 、 化 学 分 子 が 選 択 的 に 細 菌 を 殺 す 可 能 性

を 夢 見 る 。 サ ル バ ル サ ン の 成 功 は あ っ た が 、 あ と が 続 か ず 、 化 学 分

子 に よ る 創 薬 は 夢 物 語 に 終 わ る 。 し か し バ イ エ ル 一 社 だ け は 研 究 を

継 続 し た 。 サ ル フ ァ 剤 プ ロ ン ト ジ ル は 、 こ の 流 れ で 4 年 間 に わ た る

色 素 分 子 の ス ク リ ー ニ ン グ の の ち 、 1 932 年 11 月 合 成 さ れ 、 35 年 2

月 、 ド ー マ ク に よ っ て 発 表 さ れ た 。  

人 類 史 数 千 年 に わ た り 、医 薬 の ほ と ん ど は 素 性 怪 し く 、信 じ る 者

に し か 効 か な か っ た も の が 、 は っ き り と し た 構 造 式 で 表 さ れ 、 有 無

を 言 わ さ ず 、動 物 に さ え も 劇 的 に 効 い た 初 め て の 抗 細 菌 薬 で あ っ た 。 
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２ ． サ ル フ ァ 剤 ゴ ー ル ド ラ ッ シ ュ  

隣 国 フ ラ ン ス の パ ス ツ ー ル 研 で は 、バ イ エ ル か ら サ ン プ ル が も ら

え な い と 分 か る と す ぐ に 特 許 を 解 読 、 合 成 し て 、 誘 導 体 の ス ク リ ー

ニ ン グ を 開 始 し た 。 そ し て 偶 然 に 薬 効 が 色 素 で な く 分 解 産 物 ス ル フ

ァ ニ ル ア ミ ド と い う 単 純 化 合 物 に あ る こ と を 見 出 す 。 秘 密 主 義 の バ

イ エ ル と 対 照 的 に 、論 文 を 量 産 し た 。イ ギ リ ス で も 、翌 36 年 6 月 に

コ ー ル ブ ル ッ ク が 薬 効 を 発 表 、 10 月 に は ロ ン ド ン で 36 銘 柄 も の サ

ル フ ァ 剤 が 売 ら れ て い た 。  

ア メ リ カ で は ブ ー ム が 少 し 遅 れ た 。感 染 症 に 効 く 薬 な ど 存 在 し な

い 時 代 、 情 報 が あ っ て も 大 し て 注 目 さ れ な か っ た の で あ る 。 し か し

36 年 12 月 に ル ー ズ ベ ル ト 大 統 領 の 息 子 が 急 性 副 鼻 腔 炎 と 診 断 さ れ

る 連 鎖 球 菌 感 染 で ひ ん 死 の 状 態 に な る も 、 サ ル フ ァ 剤 で 助 か っ た こ

と に よ り 需 要 が 爆 発 し た 。 特 許 の な い 化 成 品 に 過 ぎ な か っ た ス ル フ

ァ ニ ル ア ミ ド は 、 19 37 年 に は 日 本 を 含 め 、世 界 中 で 作 ら れ た 。当 時

は 動 物 実 験 も 臨 床 試 験 も な く 、 も ち ろ ん 認 可 制 度 も な い 。 合 成 即 発

売 、 論 文 よ り も 薬 が 早 く 広 ま っ た 。 ス ト リ キ ニ ー ネ や 水 銀 剤 を 絶 妙

な さ じ 加 減 で 使 っ て い た 医 師 た ち は 、 副 作 用 な く 効 く こ と に 驚 き 、

従 来 の 薬 の 概 念 を 変 え さ せ ら

れ た 。  

３ ． 医 薬 品 規 制 の は じ ま り  

し か し 規 制 の な い 状 態 で 乱

用 さ れ れ ば 、 何 か が 起 こ る 。

1937 年 9 月 ア メ リ カ 、雨 後 の

筍 の よ う な 製 薬 会 社 の 中 で 、

差 別 化 を 図 ろ う と プ ロ ン ト ジ

ル を エ チ レ ン グ リ コ ー ル で 溶

か し た 製 剤 で 死 亡 事 故 が 起 き

た (マ ッ セ ン ギ ル 事 件 )。11 月

ま で に 死 者 は 105 人 に 及 ぶ 。

そ れ ま で 、 製 薬 業 者 の 献 金 や

売 薬 の 広 告 費 を 得 て い た 政 治

家 、 メ デ ィ ア は 、 規 制 に 後 ろ

 

Sulfanylamide

(1935)

Septazine

(1936)

Sulfapyridine

(M&B693) 

(1938)

Sulfathiazole 

(1939)

Sulfadiazine

(1940)

Sulfaguanidine

(1940)

Prontosil

(1932)
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向 き だ っ た が 、 こ れ で 一 気 に 医 薬 品 規 制 法 成 立 の 方 向 へ 動 き 、 F DA

は 強 化 さ れ た 。 こ の 流 れ は 先 進 各 国 に 及 ん で い く 。  

４ ． サ ル フ ァ 剤 が 変 え た も の  

規 制 法 は 本 来 消 費 者 の 保 護 を 目 的 と し た も の で あ っ た が 、 当 局 が

新 た な サ ル フ ァ 剤 を 厳 し く 審 査 す る 様 を 見 て 、 製 薬 会 社 に 急 激 な 変

化 が 起 き た 。 新 薬 に は 毒 性 、 薬 効 の 臨 床 試 験 が 要 求 さ れ 、 生 物 学 者

と 合 成 化 学 者 、 近 代 的 な 工 場 が 必 要 と な っ た 。 そ れ が で き な い 者 は

OTC や サ プ リ メ ン ト の 販 売 に 向 か い 、 「 奇 跡 の 万 能 薬 」 を 売 る 商 店

は 消 え て い っ た 。  

サ ル フ ァ 剤 の 登 場 は 医 師 と 患 者 の 関 係 も 変 え る 。 か つ て 医 師 は 自

ら の 無 力 さ を 知 り 、 治 療 よ り も 観 察 者 と し て 成 り 行 き を 予 言 し 、 控

え め に 家 族 を 慰 め る 存 在 で あ っ た 。 し か し サ ル フ ァ 剤 以 後 、 医 師 は

自 信 を 持 ち 、 優 秀 で 行 動 力 が あ っ て 、 心 の ケ ア よ り 技 術 を 優 先 し 、

多 忙 、 高 収 入 な 存 在 と な っ た 。 服 用 薬 か ら 治 療 法 ま で あ る 程 度 選 択

肢 を 持 っ て い た 患 者 も 、 学 会 中 心 に 決 め ら れ た ガ イ ド ラ イ ン を か ざ

す 医 師 に 従 う よ う に な る 。  

一 番 大 き な 変 化 は 、 創 薬 現 場 の 意 識 で あ ろ う 。 誰 で も 合 成 で き て

構 造 式 で 書 け る 化 合 物 が 、不 治 の 病 を 治 し 得 る と い う 前 例 を 作 っ た 。

こ の 希 望 に 向 か っ て 多 く の 製 薬 会 社 が 創 立 あ る い は 研 究 所 を 拡 大 し

た 。  

５ ． サ ル フ ァ 剤 の 終 焉  

抗 生 物 質 の 存 在 自 体 が 知 ら れ て い な か っ た 1 928 年 、フ レ ミ ン グ は

カ ビ の 細 菌 に 対 す る 阻 止 円 を 発 見 、発 表 し た が 19 39 年 ま で 放 置 さ れ

た 。 こ れ は 、 カ ビ の 培 養 液 に 夢 の よ う な 物 質 が 確 実 に 溶 け て い る と

い う イ メ ー ジ を 持 て な か っ た か ら だ と 思 わ れ る 。 お そ ら く フ レ ミ ン

グ で さ え 、 自 ら 感 染 し た 時 に ア オ カ ビ を 食 べ る こ と は し な か っ た で

あ ろ う 。 阻 止 円 な ん て 、 た ぶ ん フ ェ ノ ー ル な ど 毒 物 で さ え 現 れ る も

の だ か ら 。  し か し サ ル フ ァ 剤 の 成 功 で 、 化 学 物 質 に よ る 選 択 的 抗

菌 作 用 が 、 現 実 的 、 具 体 的 現 象 と し て 認 識 さ れ て く る 。 フ ロ ー リ ー

ら は 忘 れ ら れ て い た カ ビ 培 養 液 か ら ペ ニ シ リ ン を 抽 出 し た 。 彼 ら は

10 年 前 に 開 始 す れ ば 10 年 前 に 発 見 し て い た の で は な い か ？  ペ ニ

シ リ ン は 戦 火 を 避 け 、 ア メ リ カ で 量 産 さ れ た が 、 生 産 し た の は サ ル
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フ ァ 剤 で 成 長 し た (近 代 的 )製 薬 会 社 で あ っ た 。 そ の 優 れ た 抗 菌 作 用

と 19 45 年 の フ レ ミ ン グ ら の ノ ー ベ ル 賞 な ど に よ り 、 サ ル フ ァ 剤 と

1939 年 ド ー マ ク の ノ ー ベ ル 賞 受 賞 は 色 あ せ た 。さ ら に 続 く ス ト レ プ

ト マ イ シ ン や ク ロ ラ ム フ ェ ニ コ ー ル な ど 抗 生 物 質 の 大 波 は 、 サ ル フ

ァ 剤 を 一 気 に 過 去 の も の に し た 。 し か し サ ル フ ァ 剤 が な け れ ば ペ ニ

シ リ ン や 他 の 抗 生 物 質 の 発 見 は も う 少 し 後 に な っ て い た に 違 い な い 。

自 ら の 成 功 が そ の 黄 金 期 を 短 く す る の は よ く あ る こ と だ 。  

６ ． お わ り に  

国 家 に よ る 医 薬 品 の 規 制 、 医 師 と 患 者 の 関 係 、 製 薬 会 社 の 創 薬 過

程 、 現 在 当 た り 前 の よ う に 感 じ て い る こ と は 、 ほ と ん ど サ ル フ ァ 剤

に 始 ま る 。そ の 変 化 は 徐 々 に で は な く 、劇 的 で あ っ た 。 80 年 前 、成

果 の な い ま ま 4 年 間 、 ま っ た く 海 図 の な い 孤 独 な 航 海 を 続 け 、 つ い

に ゼ ロ か ら 奇 跡 を 生 ん だ バ イ エ ル の 人 々 と 当 時 の ド イ ツ に 畏 敬 の 念

を 覚 え る 。 医 師 を 含 め 人 々 が サ ル フ ァ 剤 を 忘 れ て も 、 創 薬 現 場 に 身

を 置 い て い た 私 と し て は 決 し て 忘 れ る こ と が で き な い 。  

 

 

  

 

サ ル フ ァ 剤 の 研 究 か ら 生 ま れ た 新 薬  

 

サ ル フ ァ 剤 か ら 生 ま れ た 新 薬  

1962 1957

1952

コクシジウム症 Ravina, Kubinyi (2011)  The Evolution of Drug Discovery
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良寛さんに学ぶ  -心身医学の立場から -           

櫻 井 浩 治  

 

良 寛 さ ん （ 1 758－ 1 831） は 、 江 戸 時 代 末 期 に 佐 渡 ヶ 島 を 間 近 に し

た 港 町 、 出 雲 崎 の 名 主 橘 屋 山 本 家 の 4 男 3 女 の 長 男 と し て 生 ま れ ま

し た が 、家 を 継 が ず 、現 倉 敷 市 玉 島 の 永 平 寺 派 曹 洞 宗 円 通 寺 で 修 行 。

後 故 郷 に 帰 り 、 越 後 平 野 の 海 側 、 弥 彦 山 に 隣 す る 国 上 山 の 真 言 宗 国

上 寺 の 五 合 庵 や そ の 麓 の 乙 子 神 社 の 側 庵 に 住 ん で 、 生 涯 「 托 鉢 」 に

よ っ て 食 を 得 る「 乞 食（ こ つ じ き ）」を「 行 」と し 、晩 年 は 出 雲 崎 に

近 い 島 崎 村 の 木 村 家 の 裏 庵 で 満 73 歳 で 遷 化 し た 禅 僧 で す 。  

生 前 よ り 書 家 と し て 名 を 馳 せ 、 万 葉 調 の 和 歌 、 自 由 律 で の 漢 詩 に

も 優 れ 、 托 鉢 時 の 頭 陀 袋 に は 何 時 も 手 毬 と お は じ き が 入 っ て い て 子

供 ら と 遊 ん だ こ と で も 知 ら れ 、晩 年 に は 40 歳 年 下 の 尼 僧 貞 心 尼 と の

和 歌 を 通 し て の 交 流 も 有 名 で す 。  

当 時 出 版 さ れ た 「 北 越 奇 談 」 に [近 世 の 道 僧 ]と し て 名 が 出 て い ま

す が 、 そ の 頃 の 越 後 平 野 は 現 在 よ り も 積 雪 が 多 く 一 年 の 半 分 近 く は

雪 の 中 で 、 し か も 良 寛 さ ん が 托 鉢 で 回 っ て い た 地 域 は 毎 年 の よ う に

信 濃 川 の 氾 濫 に 見 舞 わ れ 、 村 民 は 貧 窮 を 極 め 、 良 寛 さ ん 自 身 も 、 修

行 中 に 両 親 と 死 別 し 、 郷 里 に 戻 る と 間 も な く 生 家 は 名 主 を 継 い だ 弟

由 之 が 町 民 に 起 訴 さ れ 、 裁 判 で 敗 訴 し 、 一 族 は 出 雲 崎 を 去 り ま す 。

良 寛 さ ん が 死 を 迎 え る 頃 は 、 直 ぐ 下 の 弟 の 由 之 と 寺 に 嫁 い だ 末 の 妹

の 他 は 皆 他 界 し て い ま し た 。  

こ の よ う な ス ト レ ス の 多 い 状 況 下 で 寺 を 持 た ず 生 活 し て い る 良 寛

さ ん は 、 自 ら 「 多 病 の 僧 」 と 漢 詩 に 書 く ほ ど 病 気 が ち で し た が 、 そ

れ で も 73 歳 ま で 生 き た の で す 。  

私 は 、 心 身 医 学 の 医 療 を 精 神 科 医 と し て 実 践 し た い と 心 が け て き

た 者 の 一 人 で す が 、良 寛 さ ん の 故 郷 近 く で 生 ま れ 育 っ た こ と も あ り 、

良 寛 さ ん の 生 き 様 か ら ス ト レ ス 緩 和 の 方 法 を 些 か で も 学 ぶ こ と が で

き な い か 、 と 関 心 を 持 っ て 参 り ま し た 。  

そ し て 良 寛 さ ん が 、 例 え ば 食 べ 物 や 身 体 上 の 清 潔 さ 、 あ る い は 薬

物 へ の 積 極 的 な 関 心 な ど 身 体 的 な 側 面 と 同 時 に 、日 常 の 会 話 や 漢 詩 、

和 歌 、 書 な ど の 表 現 活 動 を 通 し て の 精 神 的 側 面 の 、 心 身 両 面 か ら の
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健 康 と 病 へ の 積 極 的 留 意 と 対 応 を 心 が け て い る こ と を 、 残 さ れ た 手

紙 や 戒 語 か ら 知 り ま し た 。 良 寛 さ ん の こ う し た 一 面 に つ い て 、 心 身

医 学 の 立 場 か ら 紹 介 致 し ま す 。  
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O-1  

日本初のブリッジング品目の承認審査について  

○ 齋 藤 充 生 1 , 2， 林 譲 1， 矢 島 毅 彦 1  

（ 1 ヘ ル ス ヴ ィ ジ ラ ン ス 研 究 会 ， 2 日 本 医 薬 情 報 セ ン タ ー ）  

 

【 目 的 】 シ ル デ ナ フ ィ ル ク エ ン 酸 塩 （ バ イ ア グ ラ ） は 、 日 本 で 初 め

て I C H  E 5「 外 国 臨 床 デ ー タ を 受 け 入 れ る 際 に 考 慮 す べ き 民 族 的 要 因

に つ い て の 指 針 」 に 従 っ た ブ リ ッ ジ ン グ 戦 略 に よ り 、 検 証 的 試 験 で

あ る 第 ３ 相 試 験 を 国 内 で 実 施 せ ず 、 海 外 デ ー タ を 利 用 し て 承 認 さ れ

た 医 薬 品 で あ る 。 本 研 究 で は 、 通 知 後 早 期 に ブ リ ッ ジ ン グ が 受 け 入

れ ら れ た 背 景 と そ の 要 因 に つ い て 解 析 し た 。  

【 方 法 】 バ イ ア グ ラ の 審 査 報 告 書 は 日 本 医 薬 情 報 セ ン タ ー w e b s i t e

の 「 日 本 の 新 薬 」 よ り 入 手 し た 。 関 連 通 知 等 は 厚 生 労 働 省 w e b s i t e

及 び P M D A の I C H 関 連 ペ ー ジ よ り 入 手 し た 。  

【 結 果 】 審 査 報 告 書 に よ る と 、 承 認 申 請 が 1 9 9 8 年 7 月 2 4 日 、 新 医

薬 品 第 五 調 査 会 が 同 年 1 0 月 1 3 日 及 び 2 7 日 、医 薬 品 特 別 部 会 が 同 年

1 2 月 2 1 日 、 常 任 部 会 が 同 年 1 2 月 2 4 日 、 承 認 が 1 9 9 9 年 1 月 2 5 日

で あ っ た 。後 期 第 ２ 相 試 験 は プ ラ セ ボ 、 2 5 m g、 5 0 m g、 1 0 0 m g で １ 群

約 6 0 例 、海 外 第 ３ 相 試 験 は 同 用 量 の 固 定 用 量 試 験 、可 変 容 量 試 験 が

米 、欧 で そ れ ぞ れ 5 0 0 例 規 模 で 実 施 さ れ て い た 。用 法 用 量 は 、当 初 、

「 5 0 m g を 開 始 用 量 と し 、 1 0 0 m g ま で 増 量 で き る 」 で 申 請 さ れ た が 、

承 認 時 に は「 2 5 m g か ら 5 0 m g ま で の 範 囲 」と さ れ た 。申 請 直 前 の 2 0 0 8

年 7 月 1 5 日 に 、厚 生 省 医 薬 安 全 局 安 全 対 策 課 よ り「 バ イ ア グ ラ 使 用

後 に 死 亡 し た 症 例 に つ い て 」 と し て 、 友 人 か ら 譲 り 受 け た バ イ ア グ

ラ を 服 用 後 の 死 亡 例 が 公 表 さ れ 、申 請 日 の 同 年 7 月 2 4 日 に は「 バ イ

ア グ ラ 関 連 情 報 」と し て 、米 国 F D A の ド ク タ ー レ タ ー や 措 置 情 報 の

和 訳 が 掲 載 さ れ て い る 。   

 な お 、I C H  E 5 は 申 請 前 の 1 9 9 8 年 2 月 5 日 に 既 に 日 米 欧 3 極 で S t e p  

4 に 達 し 、 合 意 済 み で あ っ た が 、 日 本 で の 通 知 は 申 請 後 の 1 9 9 8 年 8

月 11 日 に 厚 生 省 医 薬 安 全 局 長 通 知「 外 国 で 実 施 さ れ た 医 薬 品 の 臨 床

試 験 デ ー タ の 取 扱 い に つ い て 」 と し て 発 出 さ れ て い る 。  

【 考 察 】 バ イ ア グ ラ が 国 内 初 の ブ リ ッ ジ ン グ 品 目 と な っ た 背 景 と し
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て 、 優 先 審 査 対 象 と な っ た こ と 、 国 内 外 の 体 格 差 に も 関 わ ら ず 体 内

動 態 は 日 本 人 と 外 国 人 で ほ ぼ 同 等 で あ っ た こ と 、 有 効 性 指 標 が 明 確

で あ っ た こ と が 挙 げ ら れ る 。 通 知 発 出 前 に I C H  E 5 に 従 っ た 申 請 が

な さ れ 、 審 査 が 進 ん だ こ と は 、 科 学 的 な 見 地 か ら 規 制 の 先 取 り に よ

る フ レ キ シ ブ ル な 運 用 を 示 す も の と 考 え ら れ る 。  

 一 方 、 用 量 反 応 性 は 日 本 人 で は 5 0 m g と 1 0 0 m g で 差 が な く 、 国 内

で は 、最 高 用 量 の 1 0 0 m g は 視 覚 障 害 の 頻 度 増 大 等 の 安 全 性 の 懸 念 か

ら 必 要 な い と 判 断 さ れ 、 承 認 さ れ な か っ た 。 安 全 性 に つ い て 重 視 し

た 判 断 が な さ れ た 背 景 に は 、申 請 前 か ら の 米 国 で の ド ク タ ー レ タ ー 、

国 内 の 個 人 輸 入 に よ る 死 亡 例 の 報 告 な ど の 影 響 が 考 え ら れ る 。  

当 時 の 「 厚 生 労 働 省 の 政 策 に つ い て 」 で も 、 表 紙 の 「 最 近 の 厚 生 労

働 省 の ト ピ ッ ク 」 に 「 バ イ ア グ ラ 認 可 へ 」 が 記 載 さ れ て い る な ど 、

社 会 的 影 響 の 大 き さ が う か が え る 。 バ イ ア グ ラ を 嚆 矢 と し て 、 ブ リ

ッ ジ ン グ 戦 略 や 国 際 共 同 治 験 に よ る 承 認 品 目 が 次 々 と 現 れ 、 審 査 の

迅 速 化 と 相 ま っ て ド ラ ッ グ ラ グ は 解 消 さ れ つ つ あ り 、 2 0 1 8 年 に は

I C H  E 1 7「 国 際 共 同 治 験 の 計 画 及 び デ ザ イ ン に 関 す る 一 般 原 則 に 関

す る ガ イ ド ラ イ ン 」 も 通 知 さ れ て い る 。  

 一 方 、 バ イ ア グ ラ は 「 生 活 改 善 薬 」 と し て 、 保 険 収 載 外 で 使 用 さ

れ て お り 、 泌 尿 器 科 受 診 へ の 心 理 的 ハ ー ド ル も あ り 、 国 内 承 認 後 も

個 人 輸 入 が 続 い て い る 。 個 人 輸 入 の 製 品 に は 、 偽 造 品 も 報 告 さ れ て

お り 、 個 人 輸 入 制 度 の 問 題 点 を 浮 き 彫 り に し た 製 品 と も い え る 。  

 ま た 、 バ イ ア グ ラ は 旧 審 査 セ ン タ ー で 開 始 さ れ た チ ー ム 審 査 に よ

る 品 目 で あ り 、 現 在 に つ な が る 審 査 体 制 の 最 初 期 の も の で あ る 。 審

査 報 告 書 は 承 認 審 査 過 程 の 検 証 に 重 要 で あ る が（ 森 本 ら 2 0 11、2 0 1 5）、

初 期 の 審 査 報 告 書 は P M D A か ら は 公 開 さ れ て い な い 。 ま た 、 P M D A

の 公 開 資 料 は マ ス キ ン グ の 際 に 画 像 p d f 化 さ れ 、 検 索 、 加 工 が で き

な い も の も 存 在 す る 。 今 回 参 照 し た 「 日 本 の 新 薬 」 は 、 P M D A に は

掲 載 さ れ て い な い 初 期 の 審 査 報 告 書 も 掲 載 さ れ 、 全 文 テ キ ス ト 化 さ

れ て い る こ と か ら 、 全 文 検 索 も 容 易 に 実 施 で き る 。 P M D A か ら 提 供

さ れ て い る 承 認 申 請 資 料 概 要 、 厚 生 労 働 省 の 審 議 会 等 資 料 と 組 み 合

わ せ て 、 薬 史 学 研 究 の 素 材 と し て 有 用 と 考 え ら れ る 。  
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O-2  

明治初期に市販された「喘息煙草」を巡る史的考察  

小 清 水  敏 昌 （ 順 天 堂 大 学 医 学 部 医 史 学 研 究 室 ）  

 

 緒 方 洪 庵 の 三 男 、 緒 方 惟 孝 が 緒 方 病 院 藥 局 長 の 名 で 免 許 製 薬 師 小

林 謙 三 宛 に 「 喘 息 煙 草 説 明 書 」 を 1 8 9 5 年 （ 明 治 2 8） 1 月 付 け で 交

付 し て い る 。 こ れ に つ い て 調 査 ・ 考 察 し た 。  

 も と も と は 印 度 大 麻 を 煙 草 状 に 製 し て 煙 草 の 如 く 吸 う こ と に よ り

喘 息 に 効 果 的 と さ れ た 。 こ の 説 明 書 の な か に ① 仏 国 グ リ モ ー ル ト 氏  

1 8 6 1 年 に 初 め て 発 明 し 欧 米 各 国 で 煙 剤 を 以 て 良 法 な り ② 陸 軍 軍 医

官 正 四 位  緒 方 惟 準（ ｵｶﾞﾀｺ ﾚﾖｼ）先 生 、大 阪 、東 京 に て 多 年 実 験 し 有

効 無 害 の 煙 剤 を 発 明 ③ こ の 製 剤 と 製 法 を 惟 孝 に 伝 え 「 喘 息 煙 草 」 と

号 し 明 治 1 4 年 1 0 月 に 売 薬 と し て 内 務 省 か ら 免 許 を 得 て 発 売 ④ 明 治

2 7 年 2 月 故 あ っ て そ の 筋 よ り 医 薬 品 と し て 定 め ら れ た ⑤ 緒 方 惟 準

先 生 曰 く 、 喘 息 発 作 前 又 は 発 し た る と き 普 通 の 紙 巻 煙 草 の 如 く 吸 う

べ し １ 回 の 量 は 壱 本 よ り 弐 本 迄 、 吸 煙 中 呼 吸 が 緩 解 す れ ば 吸 煙 を 止

む べ し 、 軽 症 の 患 者 は 壱 本 を 吸 う ⑥ 本 書 は 小 林 謙 三 氏 （ 東 京 神 田 区

表 神 保 町 ） の 請 に 依 り 院 長 緒 方 惟 準 先 生 の 閲 覧 を 経 て 交 付 、 な ど が

書 か れ て い る 。  

小 林 謙 三 は 適 塾 の 門 下 生 で そ の 後 、 知 新 堂 薬 舗 を 東 京 神 田 に 開 き

他 の 売 薬 と 共 に 喘 息 煙 草 を 販 売 。 当 時 の 新 聞 に 広 告 を 出 し て い る 。

ま た 、『 薬 業 必 携 』な る 書 物 を 1 8 8 8 年（ 明 治 2 1） 2 月 に 出 版 し 、薬

を 扱 う た め の 薬 舗 ・ 売 薬 ・ 薬 品 ・ 製 薬 な ど に 関 す る 規 則 を 記 し て い

る 。印 度 大 麻 は 日 本 薬 局 方 の 初 版 1 8 8 6 年（ 明 治 1 9）か ら 第 5 局 1 9 3 2

年 （ 昭 和 7） ま で 収 載 さ れ て い た 。 終 戦 後 、 第 6 局 は 米 国 薬 局 方 に

準 拠 さ れ 1 9 5 1 年 （ 昭 和 2 6） に 公 布 。 大 麻 取 締 法 は 1 9 4 8 年 （ 昭 和

2 3）公 布 。小 林 謙 三 が 師 事 し た 緒 方 惟 準 は 洪 庵 の 次 男 で 1 8 8 0 年（ 明

治 1 3）陸 軍 軍 医 監 兼 薬 剤 監 、1 8 8 3 年 (明 治 1 6）日 本 薬 局 方 編 纂 委 員 。

緒 方 惟 孝 は 幕 府 留 学 生 と し て 露 国 で 英 語 を 学 び 明 治 初 期 に は 新 潟 県

民 生 局 勤 務 。後 に 薬 舗 開 業 試 験 に 合 格 し 免 許 証 を 有 す 。惟 準 は 1 8 8 7

年（ 明 治 2 0）依 頼 免 官 し 大 阪 で 緒 方 病 院 を 開 設 し 、惟 孝 は 病 院 薬 局

長 兼 事 務 長 と し て 支 え た 。  
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O-3  

石見銀山薬石「無名異」の製法：「水篩（水飛・水

干）」について  

成 田  研 一 （ 島 根 県 薬 剤 師 会 江 津 ・ 邑 智 支 部 ）  

  

 石 見 銀 山 で は 銀 の ほ か に「 無 名 異 」と 称 さ れ る 鉱 物 性 の 薬 も 生 産 し

て い た 。 そ の 薬 石 「 無 名 異 」 に つ い て は 以 前 の 本 学 会 で 報 告 し （ 200 8

年 会 、 2 009年 会 ） 、 そ の 概 略 に つ い て 薬 史 学 雑 誌 に 投 稿 中 で あ る （ Re

ceiv ed  Ju ly 23 ,20 18）。今 回 、石 見 銀 山 薬 石「 無 名 異 」の「 水 篩（ 水

飛 、 水 干 ） 」 に よ る 製 剤 方 法 を 古 文 書 に 基 づ い て 調 査 し た 。  

「 水 篩 （ 水 飛 、 水 干 ） 」 は 「 中 華 人 民 共 和 国 葯 典 」 に 「 水 飛 ： 取 浄

葯 材 ・ 置 容 器 内 ・ 加 适 量 水 共 研 細 ・ 再 加 多 量 水 ・ 攪 拌 ・ 傾 出 混 濁 液 ・

残 渣 再 按 上 法 反 復 操 作 数 次 ・ 合 并 混 濁 液 ・ 静 置 ・ 分 取 沉 淀 ・ 干 燥 ・ 研

散 」と あ り 、「 葯 材 炮 制 通 則 」す な わ ち 生 薬 修 治 法 と 記 載 さ れ て い る 。  

石 見 銀 山 の 無 名 異 の 製 法 に つ い て は 、 1 7 4 7（ 延 享 4） 年 の 代 官 佐 々

新 十 郎 宛「 無 名 異 製 法 」に「 無 名 異 鏈 半 切 之 中 ニ 而 清 水 を 以 随 分 入 念

甚 洗 ヒ ・ ・ ・ 晒 布 を 以 四 五 度 越 ・ ・ ・ 水 干 仕 ・ ・ ・ 下 ニ 留 リ 候 無 名 異

さ し に て す く ひ 取・・・尤 申 伝 を 以 古 来 よ り 右 之 通 り 仕 来 り 申 候・・・」

と 記 さ れ て い る （ 高 橋 家 文 書 ） 。 ま た 、 181 0（ 文 化 ７ ） 年 の 野 澤 晟 正

に よ る 「 銀 山 砂 子 ・ 無 名 異 山 」 に も 「 桶 の 中 に て 洗 ふ に は 手 を 以 て 石

を 摩 り 幾 度 と な く 水 を 替 へ 、 ・ ・ ・ 」 内 外 清 浄 注 連 の 内 、 水 飛 汲 み 上

げ 干 し 遣 り 丹 錬 の 業 ・ ・ ・ 」 と 記 さ れ て い る （ 紗 房 集 ： 竹 下 弘 ） 。 こ

れ に よ り 、石 見 銀 山 の 無 名 異 は 原 石 を 粉 砕 し て 篩 過 し 、石 屑 を 除 い て

と い う 工 程 を 繰 り 返 し 、下 に 沈 ん だ 紗 上 の 物 を 取 り 出 す と い う 比 重 選

鉱 の 方 式 が 取 ら れ て い る こ と が 分 か る 。  

「 水 篩（ 水 飛 、水 干 ）」に よ る 工 法 は 古 く か ら 行 わ れ て い た よ う で 、

縄 文 時 代 の ベ ン ガ ラ が「 水 篩 に よ る 比 重 選 鉱 を 行 い 、土 器 で 煮 沸 製 粉 」

さ れ て い た と 紹 介 さ れ て い る（ 日 本 考 古 学  第 20号  ｐ .2 5－ 45， 200

5年 ） 。 ま た 、 銅 性 の 顔 料 で あ る 岩 紺 青 が 「 元 明 天 皇 和 銅 六 年 （ 7 1 3）

上 野 国 よ り 紺 青 を 献 上 し と こ と ・ ・ ・ 扶 桑 記 に 見 え た れ ば ・ ・ ・ う す

に て つ き く だ き 水 飛 す 也・・・」と「 日 本 山 海 名 産 図 絵：宝 暦 四 年（ 1

7 5 4） 」 に あ る こ と が 紹 介 さ れ て い る （ 色 材 , 7 2 ( 2 ) , 9 5 - 1 0 1 ( 1 9 9 9 )） 。

ま た 、長 門 国 長 登 銅 山 で 用 い ら れ て い た 緑 青 水 飛 製 法 の 用 具 と 製 法 図

が 紹 介 さ れ て い る （ 諸 職 と 用 具 ・ 19 8 9） 。 た た ら 製 鉄 の 比 重 選 鉱 で あ

る 鉄 穴 （ か ん な ） 流 し も 類 例 と 考 え ら れ る 。  
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O-4  

緒方洪庵の晩年期使用薬箱 :現存薬品の特性   

○ 髙 橋 京 子 1 , 2 , 3， 井 原 香 名 子 3
,中 村 勇 斗 3  

（ 1 大 阪 大 学 共 創 機 構 2 総 合 学 術 博 物 館 3 大 学 院 薬 学 研 究 科 ） 

 

【 背 景・目 的 】緒 方 洪 庵 (：洪 庵 1 8 1 0 - 6 3 )が 実 地 臨 床 で 使 用 し た 薬 箱

が 2 つ 現 存 す る 。2 0 1 5 年 に 洪 庵 直 系 5 代 目 の 緒 方 惟 之 氏 よ り 大 阪 大

学 に 寄 贈 さ れ た 第 2 の 薬 箱 は 洪 庵 の 晩 年 期 使 用 と さ れ 、 現 存 薬 品 は

す べ て 製 剤 化 さ れ て い る 。 容 器 に は 漢 字 1 文 字 の 独 自 の 略 称 が 遺 さ

れ て お り 、 詳 細 は 不 明 で あ る 。 本 研 究 は 洪 庵 の 治 療 観 を 使 用 薬 か ら

検 証 す る こ と を 目 的 と し た 。【 方 法 】 調 査 は 適 塾 記 念 セ ン タ ー 資 料

部 会 の 承 認 並 び に 麻 薬 研 究 者 資 格 の も と 非 侵 襲 的 手 法 で 実 施 し た 。

現 存 薬 の 性 状 は 電 子 ノ ギ ス ・ 電 子 天 秤 ・ デ ジ タ ル マ イ ク ロ ス コ ー プ

( V H X - 6 0 0 0 ;  K E Y E N C E )で 可 視 化 し た 。 1 文 字 表 記 の 解 析 に は 「 適 々

斎 薬 室 膠 柱 方 」、「 扶 氏 経 験 遺 訓  (全 3 0 巻 C . W.フ ー フ ェ ラ ン ト 原 著  

H . H .ハ ー ヘ マ ン J r.蘭 訳  緒 方 洪 庵 重 訳 1 8 5 7～ 6 1 年 )」、「 和 蘭 局 方  緒

方 公 裁 (洪 庵 )訳 (写 本 )  1 8 3 5 年 頃 」 な ど 洪 庵 関 連 文 書 な ど を 用 い た 。

【 結 果・考 察 】薬 箱 上 部 は ガ ラ ス 製 薬 瓶 ( 2 2 本 )と 木 製 筒 状 容 器 ( 6 本 )

で 構 成 さ れ 、う ち ガ ラ ス 瓶 1 5 本 、木 製 容 器 全 て に 独 自 の 略 称 が 遺 る 。

後 者 の 蓋 に は 夫 々「 硝 」「 鉛 」「 舎 」「 芒 」「 阿 」「 曹 」ラ ベ ル が 貼 ら れ 、

開 栓 可 能 な 4 本 に 固 体 内 容 物 が 確 認 で き た 。 特 に 「 阿 」 に は 黄 褐 色

～ 暗 褐 色 の 粉 末 や 不 定 形 の 塊 2 0 . 4ｇ (容 器 込 ）が 遺 さ れ て い る 。近 世

の 薬 名 検 証 で 探 索 し た 「 阿 魏 」「 阿 芙 蓉 /阿 片 」「 阿 仙 薬 」「 阿 没 勒 」

「 阿 膠 」に つ い て 各 記 載 情 報 及 び 内 容 物 の 性 状 を 比 較 検 討 し た 結 果 、

植 物 系 樹 脂 由 来 の 「 阿 魏 」「 阿 芙 蓉 /阿 片 」 の 可 能 性 が 示 唆 さ れ る 。

両 者 は 洪 庵 関 連 文 書 に 頻 出 す る が 、 特 筆 す べ き は 、 洪 庵 の 治 療 指 針

の 根 幹 を 成 す 著 書「 扶 氏 経 験 遺 訓 」の 薬 方 編 で は 阿 芙 蓉 /阿 片 関 連 品

( 2 6 種 )が 全 2 8 0 処 方 中 約 1 割 以 上 を 占 め 、 同 本 編 で 2 2 9 疾 患 中 、 約

1 / 3 で 高 頻 度 に 使 用 さ れ て い る 点 で あ る 。一 方 、「 阿 芙 蓉 /阿 片 」の 対

象 症 候 は 大 別 し て「 疝 通 」等 の 鎮 痛 、「 喘 息 」等 の 鎮 咳 や「 下 利 」等

の 止 瀉 に 使 用 さ れ て お り 、 現 在 の 実 地 臨 床 に お け る ア ヘ ン ア ル カ ロ

イ ド 類 の 薬 効 に 類 似 し た 適 用 が 興 味 深 い 。  
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O-5  

近代医・薬学発祥史 第１５報 化学・薬学雑誌の新刊 

辰野 美紀（ 順天堂大学 医学部医史学研究室) 

 

 フ ラ ン ス の 大 化 学 者 A . L . L a v o i s i e r (   )は 、１ ７ ８ ９ 年 、 Ａ ｎ ｎ ａ

ｌ ｅ ｓ  d e  C h i m i e  e t  P h y s i q u e と い う 化 学 雑 誌 を 創 刊 し た 。  

そ の 雑 誌 に は 、 L a v o i s i e r 自 身 の 実 験 結 果 の 詳 細 な 報 告 と 共 に 、当 時

の 各 国 の 最 新 化 学 の 論 文 や 情 報 を 収 載 さ れ て い た 。 そ の 中 で 、 特 に

多 く 転 載 さ れ て い た の は 、 ド イ ツ の 化 学 雑 誌 で 、 一 般 に は C r e l l s  

A n n a l l e n  d e r  C h e m i e と 呼 ば れ た 雑 誌 で あ る 。 L a v o i s i e r は 、 C r e l l の

雑 誌 に 掲 載 さ れ る 論 文 の 学 術 的 レ ベ ル の 高 さ と 、 そ の 情 報 の 速 さ に

つ い て 、 リ ス ペ ク ト し て い た 。 ま た 、 Ｃ ｒ ｅ ｌ ｌ の 化 学 雑 誌 の 初 刊

は 、 １ ７ ７ ８ 年 で あ り 、 他 国 に 先 立 っ た 早 期 の 出 版 で あ る 。  

 

し か し 、 １ ８ 世 紀 末 に 、 ド イ ツ で そ の 様 な 化 学 、 薬 学 雑 誌 が 発 刊

さ れ て い た こ と は 、 現 在 ま で に ほ と ん ど 知 ら れ て い な い 。  

 

そ こ で 、 C r e l l s  A n n a l e n  d e r  C h e m i e の 著 者 C r e l l と 、 彼 の 発 行 し た

化 学 、 薬 学 雑 誌 に つ い て 調 べ て み た 。  

著 者 C r e l l と は 、 L o r e n z  F r o r e n z  F r i e d r i c h  v o n  C r e l l (17 44 -1 816)と

い う H e l m s t a d t 大 学 の 理 論 医 学 と 薬 物 学 （ m a t e r i a  m e d i c a） の 教 授 で

あ り 、 彼 は 以 下 の 時 期 に 次 の よ う な 数 種 の 化 学 、 薬 学 雑 誌 を 創 刊 し

て い る 。  

 

1 7 7 8 年  C r e l l  A n n a l e n  d e r  C h e m i e  

1 7 8 1 - 1 7 8 4   D i e  N e u e s t e  E n t d e k u n g e n  i n  d e r  C h e m i e ( L v o n  

C r e l l ) ( 1 2 巻 )  

1 7 8 3   C h e m i s c h e s  A r c h i v ( L v o n  C r e l l ) ( 2 巻 )  

1 7 8 4 - 1 7 9 1   N e u e s  C h e m i s c h e s  A r c h i v ( L v o n  C r e l l ) ( 8 巻 )  

1 7 8 4 - 1 8 0 4  C h e m i s c h e  A n n a l l e n  f u e r  d i e  F r e u n d e  d e r  

N a t u r l e h r e , A r z n e y g e l a e r t h e i t , H a u s h a l t u n g s k u n s t  u n d  

M a n u f a c t u r e n ( L v o n  C r e l l ) ( 4 0 巻 )  
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1 7 8 5 - 1 7 9 9  B e i t r a e g e  z u  d e r  C h e m i s c h e n  A n n a l e n ( L v o n  C r e l l ) ( 6 巻 )  

1 7 8 5 - 1 7 8 6  A u s w a h l  a l l e r  e i g e n t u e m l i c h e n  A b h a n d l u n g e n  a u s  d e n  

N e u e s t e n  E n d w i c k u l u n g e n  d e r  C h e m i e ( L  v o n  C r e l l ) ( 6

巻 )  

1 8 0 1  A u s w a h l  v o r z u e g l i c h e r  A b h a n d l u n g e n  a u s  s a e m t l i c h e n  B a e n d e n  

d e r  f r a n z o e s i s c h e n  A n n a l e n  d e r  C h i m i e ( L v o n  C r e l l )  

 

 １ ９ 世 紀 に 花 開 く 前 段 階 と し て の 、 １ ８ 世 紀 末 の 今 ま で あ ま り 知

ら れ て こ な か っ た ド イ ツ の 化 学 、 薬 学 研 究 に つ い て 検 討 す る 。  
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O-6  

新潟県の薬学史 (明治時代 ) 

五 位 野 政 彦 （ 東 京 海 道 病 院 ・ 薬 ）  

 

【 序 論 】 新 潟 県 独 自 の 近 代 薬 学 史 は 公 刊 さ れ て い な い ． 今 回 新 潟 県

の 明 治 時 代 の 薬 学 史 を 文 献 調 査 し た ．  

【 方 法 】 次 の 史 料 を 利 用 し た ．  

「 薬 剤 誌 」「 薬 学 雑 誌 」「 東 京 都 公 文 書 館 収 蔵 資 料 」  

【 結 果 】 新 潟 県 に お け る 明 治 時 代 の 薬 学 事 項 の 抜 粋 を 表 1 に 示 す ．  

【 考 察 】・他 県 同 様 ，明 治 時 代 の 新 潟 県 に お い て も 薬 剤 師・薬 学 関 係

団 体 が 組 織 さ れ て い た ． 日 本 薬 学 会 へ の 参 加 も 見 ら れ た ．  

・「 北 越 薬 学 雑 誌 」「 新 発 田 薬 学 雑 誌 」が 明 治 2 2 年 に 刊 行 さ れ た こ と

は ， 神 戸 ， 京 都 な ど と 同 様 ， 高 い 意 識 と 能 力 を 持 っ た 薬 学 関 係 者 が

新 潟 県 に 存 在 し た こ と を 示 し て い る ．  

・ 一 方 ， 各 県 で 実 施 さ れ て い た 県 薬 剤 師 会 の 「 日 本 薬 剤 師 会 支 部 」

へ の 移 行 は ， 他 県 に 比 べ て 遅 れ て い た ．  

表 1 .明 治 時 代 の 新 潟 県 薬 学 関 連 年 表  

(明 治 )年 .月 . (日 )          新 潟 県 薬 学 事 項  

6 . 4    柏 崎 県 士 族 椰 野 直 ： 第 一 大 学 区 東 京 医 学 校 薬 局 生 徒  

2 2 . 3    「 北 越 薬 学 雑 誌 」 小 村 小 一 郎 (日 本 薬 学 会 会 員 ) ( - 8 号 )  

2 2 . 11    「 新 発 田 薬 学 雑 誌 」 ( 1 - 5 号 )  

2 3 . 4    薬 剤 師 数 :  新 潟 1 0 7  (全 国 2 5 7 3 )   

2 4 . 5    日 本 薬 学 会 会 員 4 名 (岩 田 ,大 崎 ,渡 邊 ,佐 藤 )  

2 4 . 6 . 1 5   第 二 回 新 潟 県 薬 業 連 合 会 (新 潟 市 西 堀 通 浄 泉 寺 ) 5 3 人  

3 6 . 4      新 潟 県 薬 剤 師 会 総 会 (中 頸 城 郡 高 田 町 高 田 病 院 )   

出 席 者 2 0 余 名 ,会 計 報 告 ,会 則 の 改 正 ,役 員 の 改 選 等  

3 7 . 5      日 露 戦 争 戦 死 者 2 名 の 葬 儀 に 新 潟 市 薬 剤 師 会 参 加  

4 4 . 6 . 1 7    日 本 薬 剤 師 会 新 潟 支 部 発 会 式 (新 潟 商 業 会 議 所 )  

日 本 薬 剤 師 会 理 事 池 口 博 士 来 港  懇 親 会 (鍋 茶 屋 )   

理 事 長 :山 田 篤 治  
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O-7  

ケンブリッジの薬剤師 E・ S・ペックの生涯と事績   

–  薬学 ・薬史学 ・郷土の発展のために  −  

         柳 澤  波 香 （ 青 山 学 院 大 学 ・ 津 田 塾 大 学 ） 

 

 英 国 の学 都 ケンプリッッジの薬 局 店主 E ・S・ペック ( E r n e s t  S a v i l l e  P e c k ,  

1 8 6 6 ~ 1 9 5 5 )は、薬 学 、薬 事 の発 展 期 にあたり、世 界 大 戦 の時 代 を生 きた薬

剤師 である。英 国 の薬 学 、薬 史 学 、郷 土 ケンブリッジの発 展 に尽 力 した E ・S ・

ペックの生 涯 と事 績 について報 告する。  

 ケンブリッジ中 心 街 の薬局 店 主 の次 男 として出 生 したペックは、父 の薬 局 G .  

P e c k  & S o n ( 1 8 5 1 年 創業 )で徒弟 修 業 を積み、 18 88 年 に英国 薬剤 師 協 会

が実 施する普 通 試 験 、翌 年 、上 級 試 験 に合 格 して同 協 会 の正 会 員 となった。

更 に、ケンブリッジ大 学 で化 学 を専 攻 し、 1 896 年 に学 士 号 、18 9 7 年 に修士

号 を取 得 した。 190 4 年 、父 親 が歿 すると事 業 を承 継 し薬 局 店 主 となった。

1914 年 、第 １次 世 界 大戦 の勃 発 により応 召 し、薬 学 と化 学 双 方 の知 識 を持

つペックは、交 戦 国 ドイツが使 用 を開 始 した化 学 兵 器 に対 処する研 究 を行 い、

英 国 各 地 の軍 事 学 校 で教鞭 を執 り、米 国 においても指 導 を行 った。  

 1 9 2 2 年 、ペックは英 国薬 剤 師 協会 の評 議 員 となり、その後 、薬 事 および薬

学教 育 の進展 に尽 力 し、 193 3 年 に副 会 長 、19 3 5 年 に会長 に就 任 した。ロ

ンドンにおける薬 剤 師 協 会 の多 忙 な職 務 を遂 行 しつつ、ペックはケンブリッジ

市 の発 展 を常 に願 い、地 元 の書 籍 商 と共 にロータリークラブの支 部 を創 設 し、

慈 善 活 動 、社 会 振 興 に力 を注 いだ。 1924 年 にはケンブリッジ市 議 会 議 員 と

なり、市 の公 衆 衛 生 、児 童 福 祉 の拡 充 、図 書 館 運 営 を担 った。郷 土 の歴 史 、

文 物 に造 形 が深 く、郷 土 博 物 館 の設 立 に参 画 し、初 代 館 長 を務 めた。地 域

住民 からの信 頼 が厚 いペックは 1937 年 にはケンブリッジ市 長 に選出 された。  

 ペックは薬 史学 の分 野 においても多 大 な功 績 をなした。 18 世 紀 初頭 のケン

ブリッジ大 学 初 代 化 学 教 授 ヴィガーニの薬 棚 を同 定 し、収 蔵 されていた 600

種 類 以 上 の天 然 薬 物 を調 査 した。更 に、大 学 が所 蔵 する、内 科 医 アデンブ

ルック（ケンブリッジ大 学 病 院 創 設 者 ）およびへバデン（へバデン結 節 に名 を

遺 す内 科 医 ）の薬 棚 の収 蔵 品 を研 究 し発 表 を行 った。ペックは金 属 製 ベル

型 乳 鉢 と古 い薬 壷 にも造 詣 が深 く、蒐 集 品 は数 百 点 に上 ったが、それらは

英 国 薬 剤 師 協 会 、ケンブリッジ大 学 博 物 館 、市 の郷 土 博 物 館 に寄 贈 、遺
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贈 され、展 示 されている。英 国 薬 剤 師 協 会 の貴 重 所 蔵 品 のひとつに医 薬 の

神 アポロンが描 かれた 164 7 年作 製 の薬壷 があるが、これもペックの勧 めにより

取 得 されたものである。  

 ペッ クの薬 局 は 1 9 77 年 ペッ ク家 の所 有 を離 れ 、現 在 は F i t z w i l l i a m  

P h a r m a c y となっているが、店 舗 の入 口 には今 も G .  P e c k  & S o n の看板 が掲げ

られている。  
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O-8  

レプラ・ハウス（ Leproserie）の歴史  －  フランス・ムルソーの

施 設 （ 1 1 4 2 年 以 前 創 設 ）から長 島 愛 生 園 （ 1 9 3 0 年 創 設 ）まで、  

世 界 の 6 施 設 を見 学 して   

  石 田 純 郎 （ 岡 山 大 学 医 学 部 ） 

1 8 7 3 年 の ハ ン セ ン に よ る 起 炎 菌 の 発 見 ま で は 、レ プ ラ は 皮 膚 の 形

状 が 変 化 す る 慢 性 の 皮 膚 疾 患 で 、 ハ ン セ ン 病 以 外 に 、 皮 膚 癌 、 ヘ ル

ペ ス 、 梅 毒 、 乾 せ ん な ど も 含 ま れ て い た 。 L e p r o s e r i e で は 入 所 レ プ

ラ 患 者 へ 食 と 住 を 提 供 し た 。1 8 7 3 年 の 起 炎 菌 の 発 見 で ハ ン セ ン 病 の

疾 病 概 念 が 確 立 し た 。1 9 2 0 年 代 に 大 風 子 油 が 使 わ れ 始 め 、一 部 症 状

に 有 効 、1 9 4 3 年 に プ ロ ミ ン が 開 発 さ れ 、日 本 で も 治 療 に 使 用 さ れ た 。

し か し 、一 部 排 菌 が で き な い 患 者 が 残 っ た 。1 9 8 1 年 に 多 剤 併 用 が 開

始 さ れ 、排 菌 効 果 は 絶 大 で 、1 9 9 0 年 頃 に は 、患 者 の 隔 離 が 解 か れ る

べ き だ っ た の に 、 日 本 の 隔 離 政 策 は 「 ら い 予 防 法 」 廃 止 の 1 9 9 6 年

ま で 続 い た 。 し か し プ ロ ミ ン の 開 発 ま で は 、 レ プ ラ は 不 治 の 病 で あ

り 、断 種 が 有 効 と さ れ て い た 。演 者 が 見 学 し た 施 設 は 、下 記 の ゴシッ

クで 記 し た 6 施 設 で あ る 。  

１ ．中 世 由 来 で 都 市 か ら 遠 く 離 れ て い る 施 設 で 、大 部 屋 に 密 集 収 容 。  

フランス・Meu r s au l t  の 施 設 は 11 4 2 年 以 前 に 創 設 。 現 存 。 ま た 、 都 市

外 壁 内 の「 中 世 病 院 」に レ プ ラ 患 者 を 収 容 し た 施 設 と し て 、オランダ・

Gouda の聖 ヤンス・ホスピタル（ 1 5  世 紀 創 設 ） と ドイツ・S t r a l s u nd の聖霊

教会 修 道 院病 院 （ 1 2 5 6 年 創 設 ） な ど が あ る 。  

２ ． ノルウェイ・ベルゲンの聖 ユルゲンス・ホスピタルとその後 継 施 設 （ 狭 小 な

個 室 に 収 容 ） 1 4 11 年 に 都 市 外 壁 の す ぐ 内 側 に 置 か れ た 。教 会 併 設 。

4 畳 半 の 広 さ の 狭 い 8 0 個 室 に 、各 2 ベ ッ ド を 入 れ 、1 4 0 名 の レ プ ラ

患 者 を 収 容 、 世 話 を し た 。 1 8 4 0 年 に 、 は じ め て 常 勤 の 医 師 を 置 く 。

1 8 4 5 年 に 6 0 0ｍ 離 れ た 丘 陵 地 に 、2 8 0 名 収 容 の 新 レ プ ラ 病 院 が 置 か

れ 、 ハ ン セ ン が 1 8 6 6 年 に 赴 任 、 1 8 7 3 年 に ラ イ 菌 を 発 見 し た 。  

３ ． 日 本 と そ の 統 治 圏 の レ プ ラ ・ ハ ウ ス  

日 本 統 治 下 の 朝 鮮 全 羅 南 道 小鹿 島 （ソロクド）に 1 9 1 6 年 に 創 設 さ れ た

慈恵 医 院 と 岡 山 県 長 島 に 1 9 3 0 年 に 創 設 さ れ た 長 島 愛 生園 。 ど ち ら

も 現 存 。 長 島 愛 生 園 で は 患 者 を 小 独 立 家 屋 に 家 族 ご と に 収 容 。  
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O-9  

インドの薬学教育の歴史における  

バァグワン  ダス  ミグラニーの功績  

夏 目 葉 子 （ 日 本 薬 史 学 会 ）  

 

各 国 に お い て は ， そ の 国 の 薬 学 を 育 て 上 げ た 人 物 が い る ． イ ン ド

の 現 代 薬 学 教 育 に お い て は ，マ ハ デ ヴ ァ  ラ ル  シ ュ ロ フ (1 90 2 -7 1),  

ゴ ラ ク  プ ラ サ ド  ス リ ヴ ァ ス タ ヴ ァ  (1 916 -76 ),ハ ル キ シ ャ ン  

シ ン (1 928 - ),  バ ァ グ ワ ン  ダ ス  ミ グ ラ ニ ー（ 19 29 - 20 1 7）の 名 が

挙 げ ら れ る ． な か で も ， ミ グ ラ ニ ー は ， イ ン ド の 病 院 薬 剤 師 の 間 で

は ， よ く 知 ら れ て お り ，「 病 院 薬 学 の 父 」 と 呼 ば れ て い る ． し か し ，

世 界 的 に は ， あ ま り 知 ら れ て い な い ． そ こ で 本 発 表 で は ， ま ず ， 独

立 前 に 始 ま る イ ン ド の 大 学 に お け る 薬 学 部 の 創 設 の 歴 史 を 論 じ る ．

次 に ， 現 代 薬 学 教 育 つ い て 触 れ る ． そ れ を 踏 ま え ， ミ グ ラ ニ ー の 人

生 を 振 り 返 り つ つ ， 病 院 薬 学 の 発 展 と 病 院 薬 剤 師 教 育 に 人 生 を 捧 げ

た 彼 の 功 績 を 紹 介 す る ． そ れ を 通 じ て ， イ ン ド の 病 院 薬 学 に お け る

彼 の 視 座 を 探 っ て い き た い ．  

 

参 考 文 献  

夏 目 葉 子 ．イ ン ド に お け る 薬 学 教 育 の 父 ，M a h a d e v a  L a l  S c h r o f f の 生

涯 ． 薬 史 学 雑 誌 ． 2 0 1 2 ;  4 7  ( 2 ) :  1 3 4 - 4 3  

M i g l a n i  B .  D .  E d i t i n g  p h a r m a c y.  B a n g a l o r e :  A s s o c i a t i o n  o f  

P h a r m a c e u t i c a l  Te a c h e r s  o f  I n d i a ,  2 0 1 0  

M i g l a n i  B .  D .  P h a r m a c i s t ’s  d i g e s t .  B a n g a l o r e :  A s s o c i a t i o n  o f  

P h a r m a c e u t i c a l  Te a c h e r s  o f  I n d i a ,  2 0 1 4   

S i n g h  H .  B h a g w a n  D a s s  M i g l a n i .  H o s p i t a l  p h a r m a c i s t ,  j o u r n a l i s t ,  

p e d a g o g u e .  T h e  P h a r m a  R e v i e w .  2 0 1 7 ;  N o v - D e c . 8 5 - 7  

S i n g h  H .  M a h a d e v a  L a l  S c h r o f f  a n d  T h e  M a k i n g  o f  M o d e r n  P h a r m a c y.  

D e l h i :  Va l l a b h  P r a k a s h a n ,  2 0 0 5   

S u b a l  C B ,  D o n d e t i  S .  P h a r m a c y  e d u c a t i o n  i n  I n d i a .  A m e r i c a n  J o u r n a l  o f  

P h a r m a c e u t i c a l  E d u c a t i o n .  2 0 1 0 ;  7 4  ( 4 )  A r t i c l e  6 8 .  
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O-10  

オランダの薬剤師 H.ビュルガーのわが国  

薬学史上の意義に関する一考察  

西 川 隆 （ 東 京 薬 科 大 学 ）  

 

 H .ビュルガー（H e i n r i c h  B ü rg e r ：1 806～18 58 ）はユダヤ系 ドイツ人 の家 系 に

生 まれ、ドイツの大 学 で数学 と天 文 学 を学 んだ。卒 業 後 、 18 23 年 オランダ領

東 インド政 庁 に就 職 してジャカルタに渡 り、軍 事 病 院 の見 習 い薬 剤 師 として

勤 務 、 1825 年 三 等薬 剤師 となった。  

 ビュルガーが医 師 ・植 物 学 者 シーボルト（P h i l i p p  F r a n z  v o n  S i e b o l t ： 17 96

～186 6）の助 手 として来 日 したのは、三 等 薬 剤師 となった 1825 年 （文 政 8）

である。すでに 1823 年 に来 日 したシーボルトは長 崎 出 島 で日 本 人 の診 療 の

傍 ら、本 来 の目 的 であるわが国 の総 合調 査 を行 っていた。そして翌 1 82 4 年

のオランダ領 東 インド植 民 地 総 督 宛 の報 告 書 のなかに、薬 剤 師 の助 手 の派

遣 を要 請 する文 面 である「医 師 としての時 間 の多 くが薬 剤 師 の業 務 である薬

剤 の調 合 などに使 われている」（栗 原 福 也 訳 「シーボルトの日 本 報 告 」 20 0 9 ）

がある。  

 この要 請 を受 けた総 督 は、ビュルガーを日 本 に派 遣 した。出 島 商 館 長 は、

薬 学 のほか物 理 学 ・化 学 ・鉱 物 学 ・植 物 学 などに詳 しく、実 験 実 測 において

シーボルトのよき伴 侶 と評 価 、歓 迎 した。ビュルガーのそもそもの任 務 は、シー

ボルトの処 方 箋 の調 剤 など治 療 に使 用する医 薬 品 の管 理 ・調 製 と日 本 産 医

薬 品 の収 集 などであった。それが医 薬 面 ばかりでなく、自 然 科 学 面 の調 査 ・

研 究 でもシーボルトに認 められ、片 腕 となった。 18 26 年 のオランダ使 節 の江 戸

参 府 には、シーボルトの強 い推 薦 もあって書 記 官 として随 行 、将 軍 （ 11 代 家

斉 ）に謁 見 した。  

 シーボルトの江 戸 参 府 日 記 には道 中 でビュルガーの行 った温 泉 水 の化 学

的分 析 など数 々の調 査活 動 なども記 述 されている。  

 本 報 告 では、年 表 からビュルガーの生 涯 をたどり、日 本 に滞在 した約 10 年

間 の足 跡 から、ビュルガーのわが国 薬 学 史 上 における意 義 について、①わが

国 に渡 来 した最 初 の近 代 的 薬 剤 師 であったこと、②わが国 最 初 の医 薬 分 業

を長 崎 で行 ったこと、③わが国 薬 学 における温 泉 研 究 導 入 の礎 を築 いたこと、

などを考 察する。  
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O-11  

日本におけるアミノ酸 ・ペプチド・タンパク系  

化粧品素材 50 年の変遷  

○ 荒 井 裕 美 子 1，川 崎 元 士 2，松 本 和 男 3（ 1（ 一 財 ）日 本 医 薬

情 報 セ ン タ ー ， 2 日 本 薬 史 学 会 ， 3 京 都 大 学 化 学 研 究 所 ）  

 

【 目 的 】 ア ミ ノ 酸 は 生 体 基 幹 物 質 と し て 、 ま た 、 医 療 用 輸 液 、 医 薬

品 お よ び ペ プ チ ド 系 医 薬 品 の 原 料 と し て 有 用 視 さ れ て き た 。 そ れ ら

の 開 発 変 遷 に つ い て は 既 に 報 告 し て き た 。 1 )  

一 方 、 高 齢 化 に 伴 う 医 療 費 増 加 の 解 消 策 と し て 、 予 防 、 未 病 の 観

点 か ら 、 ス キ ン ケ ア 、 オ ー ラ ル ケ ア お よ び そ れ ら の 素 材 な ど が 注 目

さ れ て き た 。 そ れ に 伴 い 、 ア ミ ノ 酸 、 ペ プ チ ド 系 素 材 の 研 究 開 発 が

活 発 化 し て き た 。  

今 回 は 、過 去 5 0 年 の ア ミ ノ 酸・ペ プ チ ド お よ び タ ン パ ク 系 の 化 粧

品 素 材 の 開 発 の 史 的 変 遷 を 調 査 し た 。  

【 方 法 】  

・日 本 化 粧 品 工 業 連 合 会 サ イ ト の 化 粧 品 の 成 分 表 示 名 称 リ ス ト に て 、

「 ア ミ ノ 酸 」「 ペ プ チ ド 」な ど 、ア ミ ノ 酸 に 関 連 す る 用 語 で 検 索 を し 、

ヒ ッ ト し た 成 分 の う ち 、 名 称 や 構 造 式 を 参 考 に ア ミ ノ 酸 系 化 粧 品 成

分 を 抽 出 し た 。  

・ ア ミ ノ 酸 系 化 粧 品 成 分 名 、 成 分 の 由 来 と な っ た ア ミ ノ 酸 の 種 類 な

ど を 調 査 し た 。  

・ 史 的 変 遷 を 調 べ る た め に 、 化 粧 品 会 社 の 社 史 お よ び 各 種 文 献 か ら

成 分 と 開 発 変 遷 を 調 査 し た 。 ま た 、 主 要 な 会 社 に 聞 き 取 り 調 査 を 行

っ た 。  

【 結 果 】  

・ 日 本 に お け る ア ミ ノ 酸 系 化 粧 品 素 材 の 最 古 は ピ ロ グ ル タ ミ ン 酸 、

ペ プ チ ド 系 は コ ラ ー ゲ ン 加 水 分 解 物 で あ っ た 。  

・ 化 粧 品 に 用 い ら れ て い る ア ミ ノ 酸 ・ ペ プ チ ド ・ タ ン パ ク 系 の 成 分

は 過 去 5 0 年 で 9 9 6 成 分 あ っ た 。  

1 )  日 本 薬 史 学 会 年 会 2 0 0 7、 2 0 0 9、 2 0 1 0、 2 0 11、 2 0 1 5 年 会  
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O-12  

我が国発のバイオ医薬品の FDA と EMA での  

承認の有無について  

○ 森 本  和 滋 ， 小 林  哲 、 柴 田  寛 子 、 石 井  明 子  

（ 国 立 医 薬 品 食 品 衛 生 研 究 所 (NIHS) 生 物 薬 品 部 ）  

 

我 が 国 の ド ラ ッ グ ・ ラ グ も 改 善 が 図 ら れ 、 審 査 ラ グ は 、 我 が 国 で

は ほ ぼ ゼ ロ で あ り 、 開 発 ラ グ の 解 消 が 課 題 と し て 残 っ て い る 1 )。  

森 本 ら は 、 我 が 国 発 の 抗 体 医 薬 品 に 注 目 し て 、 欧 米 で は 、 ど の よ

う な タ イ ミ ン グ で 承 認 さ れ て い っ た か を 追 跡 し 報 告 し た 2 )。 即 ち 、

ト シ リ ズ マ ブ は 、2 0 0 5 年 4 月 キ ャ ス ル マ ン 病 で の 承 認 を 受 け 、更 に

関 節 リ ウ マ チ を 効 能 ・ 効 果 と し て 2 0 0 8 年 我 が 国 で 承 認 さ れ 、 E M A

で 2 0 0 9 年 、 F D A で 2 0 1 0 年 に 承 認 さ れ た 。 ニ ボ ル マ ブ は 、 2 0 1 4 年

7 月 世 界 で 初 の 承 認 を 、悪 性 黒 色 腫 を 効 能・効 果 と し て 日 本 で 受 け 、

2 0 1 5 年 1 2 月 に は 非 小 細 胞 肺 癌 の 承 認 を 得 た 。F D A で は 、我 が 国 の

承 認 5 ヵ 月 後 の 2 0 1 4 年 1 2 月 に 悪 性 黒 色 腫 の 承 認 、非 小 細 胞 肺 癌 に

つ い て は 、我 が 国 よ り も 9 ヶ 月 早 い 2 0 1 5 年 3 月 に 承 認 、E M A で も 、

2 0 1 5 年 6 月 に 悪 性 黒 色 腫 を 含 む 4 種 の 癌 で 承 認 さ れ た 。  

今 回 は 、 日 本 発 の そ の 他 の バ イ オ 医 薬 品 と し て 、 ホ ル モ ン 、 サ イ

ト カ イ ン 7 品 目 、 酵 素 類 3 品 目 、 そ の 他 1 品 目 に つ い て 、 F D A と

E M A で の 承 認 の 有 無 に つ い て 調 べ た 。い ず れ の 品 目 も 海 外 で の 承 認

は 確 認 さ れ な か っ た 。  「 な ぜ 海 外 で 承 認 さ れ な か っ た の か ？ 」 を 、

其 々 の 承 認 時 期 と 我 が 国 の 審 査 制 度 の 変 化 と の 関 係 、即 ち P M D E C、

P M D A の 設 立 、 G l o b a l  S t a n d a r d（ I C H） に 基 づ い た 審 査 基 準 の 変

化 の 歴 史 3 )、承 認 審 査 過 程 の 透 明 化 の 歴 史 4 )等 と の 関 係 に つ い て 調

べ 、 そ の 原 因 を 解 析 し 、 考 察 し た 。  

参 考 文 献  

1 )  森 本 和 滋 ,谷 村 直 美 ら .臨 床 評 価 . 2 0 1 6 ; 4 4 ( 3 ) : 4 5 3 - 4 6 3 .  

2 )  森 本 和 滋 、 小 林 哲 ら 、 臨 床 評 価 . 2 0 1 8 ; 4 5 ( 4 ) : 6 8 5 - 7 0 0 .  

3 )  森 本 和 滋 、 藤 原 康 弘 ら 、 薬 史 学 雑 誌 ,2 0 11 ;4 6 ( 1 ) , 3 8 - 5 0 .  

4 )  森 本 和 滋 、 川 崎 聡 子 ら 、 薬 史 学 雑 誌 .  2 0 1 5 ;  5 0 ( 1 ) : 6 4 - 7 7 .  
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P-1  

日本発バイオ医薬品の  

個別症例安全性報告の総数とその年次変化  

○ 小 林 哲 ， 森 本 和 滋 ， 柴 田 寛 子 ， 石 井 明 子  

（ 国 立 医 薬 品 食 品 衛 生 研 究 所  生 物 薬 品 部 ）  

 

 これまでの研 究 で、日 本 発 の抗 体 医 薬 品 三 つのうち、ニボルマブとトシリズ

マブの二 つについて、承 認 タイミングと効 能 効 果 を欧 米 と比 較 してきた（森 本 、

小 林 、柴 田 、石 井 ：臨 床 評 価  2 0 1 8 ）。もう一 つの日 本 発 抗 体 医 薬 品 である

モガムリズマブも 2018 年 8 月 に F D A から二 種 の希 少非 ホジキンリンパ腫 で

承 認 を受 けており、日 本 で開 発 されたバイオ医 薬 品 が海 外 でも貢 献 している

例 が増 えている。  

しかし、カルペリチド等 、その他 の日 本 発 バイオ医 薬 品 は欧 米 で承 認 され

ていない。これらの医 薬 品 にも医 療 上 重 要 な製 品 が少 なくないため、海 外 で

治験 薬 あるいは承 認 前 でも治 療 に用 いられるケースがあると考 え、W H O が各

国 から収 集 した個 別 症例 安 全 性報 告 （ I C S R ）のデータベース Vi g i B a s e を用

いて、日 本 及び海 外 における I C S R の総 数 や年 次変 化 、有 害 事 象等 を調査

した。  

その結 果 、モガムリズマブとカルペリチドについては、日 本 だけでなく欧 米 か

らの I C S R も複 数 認 められ、欧 米 での試 験 が C l i n i c a l Tr i a l s . g o v のホームペ

ージでも確 認 されたことから、治 験 薬 として報 告 されたと推 測 された。欧 米 で

報 告 された有 害 事 象 の中 には日 本 で報 告 されていない有 害 事 象 もあったが、

いずれの症 例 も複 数 の被 疑 薬 があり、因 果 関 係 は不 明 であった。欧 米 では

治験 薬 についても I C S R が作成 されて Vi g i B a s e に登 録 され、これによって治

験 薬 の有 害 事 象 が速 やかに各 国 の医 薬 品 規 制 当 局 に共 有 される場 合 があ

ると考 えられた。また、トラフェルミンにも海 外 からの I C S R があった。  

結 論 として、Vi g i B a s e に症 例 報 告 された日 本 発 バイオ医 薬 品 については、

海 外 での使 用 事 例 があることが明 らかになった。日 本 で開 発 された医 薬 品 が

広 く海 外 でも貢 献 できるよう、医 療 上 の重 要 性 が高 い製 品 については、グロ

ーバル開 発 の戦略 が求 められると考 えられる。   
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P-2  

老舗薬局に保管されていた医薬品から歴史的考察

（その 3）  

○ 松 﨑  桂 一 1、 桐 生  直 明 2  

（ 1 日 本 大 学 薬 学 部 ・ 生 薬 学 研 究 室 ， 2 有 限 会 社 岡 本 薬 局 ）  

 

 1 9 9 0 年 代 以 降 、ド ラ ッ グ ス ト ア 、調 剤 専 門 薬 局 の 台 頭 に よ り 、い

わ ゆ る 「 町 の 薬 屋 さ ん 」 と い わ れ て き た 薬 局 が 様 々 な 条 件 も 重 な り

閉 店 あ る い は そ の 営 業 形 式 の 変 更 を 余 儀 な く さ れ て い る 。 こ れ ら の

薬 局 に は ３ 代 、 ４ 代 と 続 く 老 舗 薬 局 が あ り 、 現 在 で は 使 用 す る こ と

が 不 可 能 な 古 く か ら の 医 薬 品 を 保 管 し て い る と こ ろ も あ る 。 そ の 中

に は 歴 史 的 に 重 要 な 医 薬 品 が 多 数 存 在 す る こ と は 大 い に 予 想 さ れ る

も の の 、 世 代 交 代 の 故 、 そ れ ら が 日 の 目 を 見 な い う ち に 処 分 さ れ る

恐 れ が あ る 。 こ れ ら の 資 料 を 発 掘 し 、 調 査 保 存 し て い く こ と が 我 が

国 の 医 薬 史 を 残 す 意 味 で は 重 要 な こ と と 考 え ら れ る 。  

 演 者 ら は 大 正 6 年（ 1 9 1 7 年 ）創 業 の 神 奈 川 県 平 塚 市 の 薬 局 に お い

て 受 け 継 が れ 保 管 し て い る 医 薬 品 の 調 査 す る 機 会 を 得 、 こ れ ま で 多

く の ヒ 素 製 剤 な ら び に 薬 用 植 物 由 来 の ア ル カ ロ イ ド 製 剤 を 報 告 し て

き た 。今 回 、新 た に 見 出 さ れ た 医 薬 品 と 生 薬 製 剤 に つ い て 調 査 し た 。  

 当 該 薬 局 は 、 古 く よ り 漢 方 相 談 を 行 な っ て い る こ と か ら 、 生 薬 系

の 医 薬 品 が 多 数 み ら れ た 。 ま た 生 薬 に 関 し て も 多 く は 市 場 品 で あ っ

た も の の 、 な か に は 自 ら 採 集 し た と 思 わ れ る も の も あ っ た 。 ま た 、

記 録 か ら 定 期 的 に 採 集 （ 会 ） が 行 わ れ て い た こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 ま た 、 動 物 生 薬 お よ び 中 国 製 生 薬 製 剤 が あ っ た 。 動 物 生 薬 は 中 国

産 と 思 わ れ る が 、 記 録 で は 、 阿 膠 は 自 家 製 で あ っ た こ と が う か が え

た 。  
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P-3  

明治・大正期薬業界における大阪薬業者の貢献  

安士  昌一郎 （法政大学 イノベーション・マネジメント研究センター）  

 

 日 本 の薬 業 界 は明 治 および大 正 期 に大 きく発 展 した。それは西 洋 薬 品 の

流 入 や新 たな薬 事 制 度 の下 に起 きた出 来 事 であるが、これには民 間 の働 き

かけも関 わっている。本 研 究 では道 修 町 を中 心 に活 動 した薬 業 者 に着 目 し

た。業 界 誌 、社 史 、伝 記 および政 府 刊 行 物 などを用 い、彼 らの、業 界 の発 展

との関 係 について、人 材 に焦 点 を当 てた分 析 を行 う。  

 当 該 期 には西 洋 医 療 を普 及 させる為 の施 策 がなされたが、これらによって

旧 来 の体 制 が一 掃 され、医 薬 制 度 の近 代 化 が速やかに実 現 された訳 ではな

い。また売 薬 を廃 絶 しようとする政 府 の施 策 が失 敗 に終 わるなど、制 度 と現

状 の不 一 致 も見 られた。加 えて株 仲 間 解 散 による商 業 の混 乱 を防 ぐ為 、民

間 の手 により同 業 組 合 が結 成 された。  

大阪 では、18 70 年 に医薬 品 の輸出 入 を目 的 とした薬 種 商社 永 久組 が結

成 され、道 修 町 の薬 種 商 が加 入 した。これが始 まりとなって、 188 2 年 に結 成

された薬 種 商 仲 買 仲 間 は大 阪 薬 種 卸 仲 買 仲 間 となり、 1 88 6 年 にはその内

部 で製 薬 組 が結 成 され、 19 02 年 の大阪 製 薬同 業 組 合設 立へと繋 がってい

く。このような状 況 の下 、薬 種 商 の中 にも医 薬 品 販 売 のみならず、その製 造

や開 発 を試 みる者 が現 れ、技 術 者 の需 要 が生 まれた。武 田 長 兵 衛 商 店 や

塩野 義 三 郎商 店 では、高 等 教 育 を受 けた子弟 などがこの役 割 を担 った。  

これに加 え 18 88 年 、道 修 町 の薬業 者 ら 16 人 によって、薬 品 を検 査 しその

品質 を保 証 する大 阪 薬品 試 験 会社 が設 立 されている。加 えて 1 8 96 年 、道

修 町 の薬 業者 ら 2 1 人 を発 起人 とした大 阪製 薬 株 式会 社 が設 立 された。こ

の 2 企業は大阪 薬 業 界 の信 用 向上 に貢 献 した。ほかにも教 育 機 関 を設 立 し、

人 材 育 成 を試みている。  

第 一 次 世 界 大 戦 が勃 発 し、医 薬 品 の欠 乏 と薬 価 の急 騰 が生 じ、市 場 は

大 混 乱 に陥 った。この状 況 に対 応 する為 、政 府 は臨 時 薬 業 調 査 会 を設 けて

医 薬 品 の輸 出 規 制 および製 薬 事 業 の保 護 助 成 政 策 を打 ち出 した。この時 、

道 修 町 の薬 業 者 が実 業 家 の枠 組みで調 査 会 に参 加 している。これは上 述 し

た薬 業 者 の活 動 が政 府 に注 目 され、彼 らの見 解 が重 要 視 されたことを示 して

いる。  
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P-4  

「薄荷 」の史的変遷に関する一攷察  

風岡  顯良 1（近 畿大学薬学部 ）  

 

 第 17 改 正 日 本 薬 局 方 で は ，「 ハ ッ カ （ 薄 荷 ）」 の 基 原 は 「 ハ ッ カ

M e n t h a  a r v e n s i s  L i n n é  v a r.  p i p e r a s c e n s  M a l i n v a u d  ( L a b i a t a e )の地 上 部 」

と定 義 される。しかし，本 植 物 の変 種 ，種 間 雑 種 を含 むものとした時 期 もあっ

た。本 植 物 は種 間 交 雑 し易 く，形 態 学 的 にも，遺 伝 学 的 にも分 類 が困 難 で

ある。育 種 学 や植 物 分 類 学 の観 点 からは，日 本 ハッカと中 国 ハッカを別 とす

べきとの議 論 もあり，何 を薄 荷 の基 原 とするか曖 昧 な状 態 にある。では，近 代

より前 の中 国 や日 本 では，薄 荷 の基 原 を何 と考 えていたのだろうか。古 くも薄

荷 の基 原 は一 定 していなかったのか。基 原 が一定 していなかったとすればその

理 由 は何 だろうか。本 報 告 では日 中 の本 草 書 や古 医 書 に見 える記 載 及 び

図像 から，これ等 の問 題 を解 明 しようと試 みた。  

 中 国 の医 薬 書 では，早 くは『新 修 本 草 』に薄 荷 の記 述 があり，基 本 的 特 徴

が記 された。それは後 世 にもそのまま踏 襲 され，時 代 を経 るにつれ，更 にに詳

しい説 明 が加 えられた。但 し，薄 荷 の基 原 となる植 物 の特 徴 の描 写 は金 ・元

代 を境 に変 化 し，「臭 」という因 子 が重 要 視 され始 める現 象 が見 られる。  

薄 荷 の基 原 となる植 物 は混 同 ，混 用 されてきた歴 史 があり，唐 代 には，蔓

性 の石 薄 荷 ，胡 薄 荷 等 との混 同 ，混 用 があったらしい。金 ・元 を経 て，混 同 ，

混 用 されるものは，龍 腦 薄 荷 へ変 化 している。又 ，中 国 では，南 薄 荷 と龍 腦

薄 荷 のどちらを薄 荷 とするか，金 ・元 を経 て変 化 しており，宋 から金 代 にかけ

ては南薄 荷 ，明 代 になると，龍 腦 薄荷 を薄 荷 としている。  

薄 荷 の基 原 となる植 物 の図 は，中 国 では花 穂 を形 成 する図 が描 かれてい

る。『本 草 摺 影 』でも「カンシユノハツカ」として花 穂 を形 成 した植 物 の拓 本 を

掲 げており，中 国 では花 穂 を形 成 するシソ科 植 物 を薄 荷 の基 原 となる植 物 と

した可 能 性 がある。一 方 ，日 本 では主 に花 が葉 腋 に集 まって生 じている図 が

描 かれており，近 代 以 前 は日 中 で異 なるものを基 原 と考 えられたようである。  

薄 荷 霜 という薄 荷 脳 に近 いものが宋 ・金 代 の頃 から使 用 されたが，薬 とし

ての使 用 の形 跡 はなく，また，薄 荷 の香 は龍 腦 のようとされ，近 代 以 前 の薄

荷は，今 日 のように高 メントール系 の系 統 のみを基 原 としたとは考 えにくい。  
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良寛の里ツアー  

・日   時 ： 2 0 1 8 年 1 0 月 2 8 日 （日 ）  9： 0 0～ 1 6 ： 0 0  （予 定 ）  

・集 合 及 び解 散 場 所 ：新 潟 駅 南 口  

・参 加 費 ： 1 0 , 0 0 0 円 （ガイド同 行， 貸切 バス利用 ）  

 

＜行  程＞   

新潟 駅 南 口 ( 9 : 0 0 )  →  良 寛 記念 館 ( 1 0 : 3 0 - 1 1 : 2 0 )  

→  道 の駅 良寛 の里 わしま ( 1 1 : 3 0 - 1 2 : 1 0 )  

→  角 上 魚類  寺泊 本 店 ( 1 2 : 3 0 - 1 3 : 4 0 )  →  国上 寺 ・五 合 庵 ( 1 3 : 5 5 - 1 4 : 5 0 )  

→  新 潟 駅南 口  ( 1 6 : 0 0 )  

 

良 寛 記 念 館  

良 寛 さん生 誕 の地 。遺 品 ・遺 墨 多 数 展 示 。  

にいがた景 勝 百 選 一 位 当 選 の地 です。  

 

道 の駅 ・良 寛 の里 わしま  

築 1 8 0 年 の古 民 家 を移 築 し、地 元 の新 鮮 野 菜 や山 菜 、ガ

ンジー牛 のソフトクリームなどを販 売 しています。  

 

寺 泊 ・魚 のアメ横  

東 京 ・上 野 の本 場 のアメ横 に負 けない活 気 で賑 わっており、

茹 でたてのカニや地 元 の新 鮮 な魚 介 類 が満 載 です。  

  

 

良 寛 （ 1 7 5 8～ 1 8 3 1 ）  （出 雲 崎 町 観光 協 会 ホームページより）                                     

 越 後 出 雲 崎 に生 まれ、詩 人 ・歌 人 ・書 家 としても知 られる江 戸 時 代 後 期 の

禅 僧 。良 寛 は俗 名 、号 は大 愚 。幼 名 は山 本 栄 蔵 、 1 5 歳 で元 服 し文 孝 と名

乗 りました。生 涯 無 欲 恬 淡 な性 格 で、生 涯 寺 を持 たず、諸 民 に信 頼 され、良

く教 化 に努 めました。良 寛 自 身 、難 しい説 法 を民 衆 に対 しては行 わず、自 らの

質 素 な生 活 を示 す事 や、簡 単 な言 葉 （格 言 ）によって一 般 庶 民 に解 り易 く仏

法 を説 きました。「子 供 の純 真 な心 こそが誠 の仏 の心 」と解 釈 し、子 供 達 を愛
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し積 極 的 に遊 んだと云 われ、高 名 な人 物 からの書 の依 頼 は断 る傾 向 がありま

したが、子 供 達 から凧 に文 字 を書 いて欲 しいと頼 まれた時 には喜 んで書 いたと

云 われています。また、戒 律 の厳 しい禅 宗 の僧 侶 でありながら般 若 湯 （酒 ）を

好 み、良 寛 を慕 う民 と頻 繁 に杯 を交 わしたそうです。これも形 に捉 われない良

寛 の魅 力 ではないかと思 われます。すべての生 きものに愛 をそそぎ、老 若 男 女 、

富 者 貧 者 を問 わず等 しく交 流 し、人 としてどうあるべきかを常 に問 いかけた良

寛 の心 は、現 代 にも共 通 する心 として多 くの人 に共 感 をあたえています。  

 


